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医学部の収容定員変更の趣旨等を記載した書類 

 
ａ 収容定員変更の内容 

信州大学医学部医学科の入学定員 110 人を平成 22 年度から 113 人とし，3 人の入学定

員増を図る。 

以上の結果，学年進行完了時の収容定員は，660 人から 678 人に，18 人の収容定員増

となる。 

 

ｂ 収容定員変更の必要性 

医師数の地域格差は大きな社会問題となっており，地方では診療科全般にわたって，

住民が十分な医療を受けられない事態が生じている。 

国は，平成 18 年に，地方の医師不足の解消を図るため，総務大臣，財務大臣，文部科

学大臣及び厚生労働大臣による確認書を取り交わすとともに，厚生労働省及び文部科学

省，総務省の３省合同の連絡会議において検討を行い，緊急に取組む「新医師確保総合

対策」を示した。その中で，地域間の偏在により一部の地域における医師の不足が特に

深刻と認められる長野県を含む 10 県に対して，平成 20 年度から各県の医師養成数の増

員を最大 10 年間に限り，10 名を限度として容認することとしたことを受け，長野県唯

一の医学系大学である信州大学医学部は，県との協議を重ね，県民に質の高い医療を将

来にわたって提供するために，県と本学が連携して医師不足の解消に取組むべきとの合

意に達したため，平成20年度の医学部医学科の入学定員について10名の増員を図った。 

続いて平成 20 年に，「経済財政改革の基本方針 2008」において，これまでの閣議決定

に代わる新しい医師養成の在り方を確立するとした上で，過去最大程度まで増員すると

ともに，今後の必要な医師養成について検討することが決定され，医師不足が深刻な地

域や診療科の医師を確保するため，平成 21 年度からの入学定員の増員が認められた。こ

れを受け，本学医学部では，平成 21 年度から，5名の増員を図った。 

さらに平成 21 年 6 月，閣議決定された「経済財政改革の基本方針 2009」において，

地域の医師確保等に早急に対応するため，平成 22 年度医学部入学定員について緊急臨時

的に増員が認められることとなった。長野県の地域医療再生計画の中の地域の医師確保

に位置付けた入学定員の増員を検討願いたい旨，長野県知事からの要請があり，長野県

との協議の結果，入学定員を 113 名に増員することとした。 

地域の医師確保という面では，医学部医学科卒業生の内，他県出身者を含め約 40％程

度が長野県内に定着し地域医療に貢献してきた。県内高校出身者に至っては約 70 数％の

卒業生が卒業後も長野県内に定着して，地域の医療を支えてきている。このことから，

今後，医学部医学科入学定員の増員に伴い，県内で活躍する医師を増やしていくことが

期待できる。 
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ｃ 収容定員変更に伴う教育課程等の変更内容 

信州大学医学部医学科の教育・研究の理念・目標を達成するために，1 年次生から６

年次生までの一貫教育を行っている。 
優れた医師になるためには，知識，態度，技能の 3 点での修練が必要である。知識の

面では，個々の知識を断片的に身に付けるのみでなく総合的に人の健康とその障害を理

解し，態度の面では，病める人を救うことへの情熱，思いやり，優しさ，奉仕の心を養

うことが必要と考える。さらに，未知の領域に挑戦する旺盛な知的好奇心と学問への探

究心を持つことも必要である。  
これらを身に付けるため，１年次生と２年次生は，共通教育科目（教養科目,基礎科目）

を中心に受講する。２年次生への進級に伴い専門科目が増え，３年次生以降は，専門科

目のみとなる。共通教育科目（教養科目，基礎科目）には，選択科目もあるが，専門科

目は，全て必修である。具体的科目区分の設定，必修科目・選択科目及び履修順序（配

当年次）は，資料１のとおりであり，履修モデルは，資料２のとおりである。 
  共通教育科目（教養科目，基礎科目）の授業は，人材育成の基盤となる教養教育と基

礎教育を担当する全学教育機構に所属する教員が主に行っている。専門科目の授業は，

医学の各専門分野の研究及び臨床を行う医学科，大学院医学系研究科及び医学部附属病

院に所属する教員が行い，研究資産を教育に有効活用するとともに，質の高い医師の養

成に積極的に参画している。 
  医学部医学科の教育課程は，共通教育科目（教養科目，基礎科目）及び専門科目で編

成し，授業科目を必修科目及び選択科目に分けている。 
  また，医学部医学科の１年次生は，１セメスター（学期）につき 30単位，２年次生で

は前期 20 単位，後期 18 単位を共通教育科目（教養科目，基礎科目）の履修の登録単位

数の上限としている。 

さらに，他大学等の授業科目を履修しようとする学生又は外国の大学等に留学しよう

とする学生には，当該履修又は留学を教育上有益と認め，且つ，当該大学等と事前に協

議の上，受入れが許可された場合に認めることになっている。 

卒業要件は，医学部医学科に６年以上在学して，共通教育科目（教養科目，基礎科目）

74単位及び専門科目134単位を取得することであり，具体的な卒業に要する単位数等は，

資料３のとおりである。 
  以上のとおり，現在の教育課程の内容，教育方法及び履修指導方法については，収容

定員を増員しても，現在と同様の体制で教育を行う。 
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